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宇宙科学研究の推進につ い て

　宇宙開発委員会で は数年毎に 「宇宙開発政策大綱」の見直しを行なっ てい る，この 大綱 は

わが 国の 宇宙開発の 基本方針を定め る もの で
， 宇宙科学研究の推進に も大 きな影響 を持つ も

の である．見直 しの作業の ため 「長期政策部会」が設置 され
，

94年 2 月か ら審議をは じめ た．

部会の メ ン バ ー25 名の うち科学者は数名で ，私 もその
一

人 とな っ て い る ．4 月 12 日の 会議で

宇宙開発 の 意義 ，基本 姿勢 など に つ い て の 意見書の 提出 を求め られ た．遊 星人の 巻頭言 を書

かせ てい ただ く機会を得たの を幸い に， こ の 欄を借 りて私の 意見の 概要を紹介 させ て い ただ

くこ とに したい ．惑星科学界の研究者各位の コ メ ン トをぜ ひ承 りたい もので ある．

　わが国の宇宙科学 ミ ッ シ ョ ン は
， 米 ソ に比較する とはるか に小規模で あ っ た に もかかわ ら

ず国際的に高 く評価 される成果をあげて きた （参考 ：Nature誌 1993年 12月 23 ／ 30 日号の

巻頭言）．そ の理 由 として第
一

にあ げられる の は
， 科学者が 主体的に科学の 論理 に基づ い て ミ

ッ シ ョ ン の企画 と実施にあた り，内外の学界の 評 価 を踏 まえなが ら計画 を推進 して きた こ と

で あろ う．また年
一

機の衛星打 ち上げ に よ っ て 計画的 な発展 をはか る こ とが で きたの も成功

の 要因で あ っ た．宇宙開発 とい う事業の総体は巨大で 多面的な国家活動で あるが，その 中 に

あっ て宇宙科学は基礎科学 として の論理 と評価を踏み外すこ との ない よう， 常に意識する必

要が ある．

　さて ， 21世紀の 宇宙科学 は よ り広範な対象に向か っ て さらに進ん だ研究を行なうこ とを志

向して い る．す なわち，実地探査に よ っ て太陽系の進化 と惑星の起源に関わる情報を得よう

とする 月惑星 ミ ッ シ ョ ン，宇宙の 構造 と進化を解明 しようとする天文 ミ ッ シ ョ ン
， お よび地

球 ・惑星や太陽系空間の大気 ・プラ ズ マ 環境を理解 しようとする太陽系環境 ミ ッ シ ョ ン の そ

れ ぞれ に つ い て ， 未踏 の 科学探査を実施 しよ うとして い る．た とえば ，小惑星表面物質の サ

ン プル を持 ちか える ミ ッ シ ョ ン
，

天空 を赤外線で サ ーベ イする ミ ッ シ ョ ン
， 太陽系の 特異な

惑星で ある水星 の 大気 と内部構造 を探査 をする ミ ッ シ ョ ン などが考え られて い る．

　 これ ら最先 端の 宇宙科学研究は高い 技術を要求する．野心的で新 しい 対象に挑むため には，

観測技術の 錬磨は もとより衛星 ・探査機の技術 にお い て も研究目標達成の た め に新たな開発

をすすめ る必 要がある ．先端技術は一
朝

一
夕に なる もの で はない か ら，長期的 な研究計画に

て らして段階的 に 開発 をすすめ なけれ ば ならず ， 長期的 な展望に よ る研究将来計画の 存在が

前提条件で ある ．長期計画 を踏まえ
， 宇宙分野 の みな らず多方面の 先端技術 を取 り入れて ，

技術 開発 を先行的 ・段 階的に推進 して行か なければ ならない ．こ の ために は宇宙科学研 究 に
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従事する大学等に おけ る技術開発力の 強化が必 要で ある． また産業界の技術 との 協調関係

の もとに新 たな技術を導入 して行かなければな らな い ．

　研究推進に あた っ て は
， 宇宙科学研究所の M − V に よる機動的な中小型衛星 ・探査機 ミ

ッ シ ョ ン とあわせ て
， H − IIの 打 ち上げ能力を活用 した ミ ッ シ ョ ン を研究の 進展 にあわせ て

適宜お りまぜ て行 くこ とが望 ましい ．中小 型衛星 ・探査機計画に おい て 開発 された観測技

術を発展 させ， よ り野心的な対象に向か っ て研究を発展 させ て行くの で ある．

　い ずれ にせ よ研究 を行な うの は人で あ り， ミ ッ シ ョ ン を支 える人材の存在が 必要不 可欠の

条件で ある．最先端の ミ ッ シ ョ ン をつ ぎつ ぎと実行 して行 くため に は
， 第

一
線の 研 究者が

厚い 層 をな して い なけれ ばな らな い ． 自立 した研究者の 育成 には す くな くと も 10年程度の

年月を要するか ら
，

21 世紀の 宇宙科学の 発展 の ため に は教育体制の 充実と拡大が急務で あ

る．宇宙理工学者の 養成 に お い て ミ ッ シ ョ ン へ の 参加 は極 めて 有効で あ り，その よ うな機

会を増すこ とが大切で ある．

　以上，
一宇宙科学者の 立場 か ら意見 を記 したが， これ を離れて宇宙開発の 全体を

一
国民

と して見る ときには
， 国家活動の なかで の宇宙開発の 位置付けを （「政策大綱」の 審議に先

立 っ て策定され た 「長期 ビ ジ ョ ン」に記 された よ りも）鮮明にする必 要があるの で は ない

だろ うか ．科学 の 例 に見 る ように ，字宙開発はそれ 自体 として の 価値を持ち，国境 を越 え

た人類の 活動と して意義を持 つ もので あるが ， 同時に国家の 活動の重要な部分で もある．産

業の 育成方策 として の意義は もとよ り．国際政治 の 中で 日本の立場 を主張する ときの 拠 り

所の
一

つ と して の としての 役割もあろ う．国際協力が宇宙開発の
一

部で あ るとい うよ りは，

宇宙開発 を国際政治の
一

部 と して とらえる視点が冷戦終結後の 今 も必要で は ない だろ うか．

産業政策の
一

環 と して の 位置付けは もと よ り， 資源や 環境 に関する汎世界的な情報 を定常

的に持 つ こ と も，国際政治の舞台にお い て 判断を行 なう際に重要な利点に なる の で は ない

か．宇宙科学の 発展 の ため に も， 宇宙開発が幅広 く奥行の 深 い 理念 に導かれて推進 され る

こ とを望み たい ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 西田　篤弘 （宇宙科学研究所 ）
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